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研究成果の概要（和文）：一般的にスラムを調査地とした場合、衛生問題、インフラの整備状況、居住権とい
う、居住環境改善の視点で語られることが多いが、スラムにおける等身大の人々の生活実践を読み解くには、ア
ートや人類学と建築学の複合的な視点が必要である。
よって、次の3点に焦点を絞って研究を進めた。(1)スラムの居住環境を記述するデジタル映像アーカイブ、及び
(2)スラム住民のライフ・ヒストリーの民族誌映像では、経済成長著しいナイロビの底辺にいるスラム住民の、
複数世代にわたる移動と生活環境のあらゆる変化と工夫の通時的状況を、現状に至るまで明らかにした。(3)最
終的にメディアアート展示としての研究成果を公開予定である。

研究成果の概要（英文）：Generally, when researching slums, the focus is often on improving living 
conditions, such as sanitation issues, infrastructure development, and housing rights. However, to 
truly understand the everyday practices of people living in slums, a multifaceted perspective that 
includes art, anthropology, and architecture is necessary.
Therefore, the research will focus on the following three points: (1) a digital video archive 
describing the living conditions in the slums, and (2) ethnographic videos of the life histories of 
slum residents, which will reveal the diachronic changes and innovations in the living environments 
and movements of slum residents at the bottom of Nairobi's rapidly growing economy across multiple 
generations up to the present. (3) Finally, the research findings will be presented as a media art 
exhibition.

研究分野： メディアアート

キーワード： メディアアート　人類学　建築学　政治学　ケニア　ナイロビ　スラム　ムクル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
全天球パノラマ映像やVR（仮想現実）などの直感的な映像体験の提供は、識字率が高くない調査地への研究成果
還元に役立つ。また、スラムの各地域は、区画の構成、建造物、建材などを見てもそれぞれ特徴があるが、各地
域の横断的な調査例は希少であることから、スラムにおける居住空間利用の実態を、人類学および建築学の視点
により把握する基礎資料となる。さらに、スラム住民のライフ・ヒストリー映像は、住民参加型の住宅環境改善
やコミュニティ形成のための定性的資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

近年は、研究資料としてだけではない、観せる映像による映像人類学や民族誌映画が盛んだ

が、当該分野における映像の使われ方は、映画や映像の空間展示（ビデオインスタレーショ

ン）が主流である。しかし、民族誌映像はメディアアートの手法を導入することによって、

より直感的な映像体験となり、調査対象者との共有及び人々への還元が円滑になる可能性

がある。また、一般的にスラムを調査地とした場合、衛生問題、インフラの整備状況、居住

権という、居住環境改善の視点で語られることが多いが、スラムにおける等身大の人々の生

活実践を読み解くには、アートや人類学と建築学の複合的な視点が必要である。 

 

２．研究の目的 

次の 3 点に焦点を絞って研究を進める。(1)スラムの居住環境を記述するデジタル映像アー

カイブ、及び(2)スラム住民のライフ・ヒストリーの民族誌映像では、メディアアート、社会

人類学、建築学のそれぞれ独自の追究・表現手法を開発しつつ、経済成長著しいナイロビの

底辺にいるスラム住民の、複数世代にわたる移動と生活環境のあらゆる変化と工夫の通時

的状況を、現状に至るまで明らかにする。(3)メディアアート展示としての研究成果公開で

は、3 分野の複合メディアによる公開および展示を行う。 

 

３．研究の方法 

野口靖（研究代表者）、椎野若菜・井本佐保里（研究分担者）、Charls N. Mundia および Dick 

Olango（研究協力者）の体制で研究を進める。2019・2020 年度はパノラマ映像撮影および

ドローン撮影（野口・井本・Olango）、住民のライフ・ストーリー映像作成（野口・椎野）

を行う。また、2020 年度には Web のデジタルマップを作成（野口・Mundia）し、2021 年

度は学会発表およびケニアと日本での展示（野口・椎野・井本）を行う。 

 

４．研究成果 

当初は、(1)スラムの居住環境を記述するデジタル映像アーカイブ、(2)スラム住民のライ

フ・ヒストリーの民族誌映像、(3)メディアアート展示としての研究成果公開を中心に研究

を開始したが、ナイロビのスラムの一つであるムクルで 2021 年に行政による大規模な強制

撤去が起こったため、(1)(2)に関しては、この一連の事件の前後での住民の暮らしの変化を

記述することとし、最終的には以下の A,B の 2 種のプロジェクトとして集約し実施した。 

A. ナイロビのムクル・クワ・ジェンガで強制撤去により立ち退きを余儀なくされた後、元

の土地に戻って住居や店舗を再建する住民のライフストーリーの記録をデジタルアーカイ

ブとして展示する（Rebuilding Home and Dignity プロジェクト）。B. 再建の際に作成され



た建築アイテムを展示会場で再現する（Creativity in Rebuilding プロジェクト）。 

なお、新型コロナウィルス対応のため、(3)が当初の予定期間内に実施できていなかったた

め、2025 年 3 月に成果公開展示を予定している。 
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